
【開発行為に伴う手続きフローチャート】 

町文化財係にて事業照会（業者） 

     包蔵地外 着工可 

包蔵地内（工事を行う土地が遺跡の範囲にある） 

届出を町文化財係へ提出（業者） 文化財保護法第９３条に基づく届出（２部） 

                 試掘・確認調査依頼書、承諾書（１部） 

                 造成を含む工事着工の６０日前までに提出 

試掘・確認調査（町文化財係）   ※費用負担は南関町教育委員会 

どの位置に、どれくらいの深さで工事するのか。 

埋蔵文化財への影響の有無を確認し、対応案を作成。 

結果と対応案を県文化課に提出（町文化財係） 

県文化課から町文化財係へ対応を指示 

町文化財係から業者へ対応を通知 

発掘調査   工事立会  慎重工事   着工可 

工事の際に町文化財係が立会、着工可 

調査後、着工可 ※費用については要協議 

※開発予定地が遺跡内かどうか確認 


